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三谷　歓種くん（2歳3ヶ月）
　かんしゅみたに
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ぐ
り
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は
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月
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日
、
四
国
中
央
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豊
岡
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長
田

圃
場
・
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芋
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し
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。
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芋
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料
理
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験
に
は
児
童
と
保
護
者

３８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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今月のうまキッズ

●伊予美人 植付け

●ピザ作り

　児童たちはＪＡ職員から植付けについて説明を
受けた後、向きに注意しながら一つ一つ丁寧に里
芋「伊予美人」の植付けを行いました。植え付け
た「伊予美人」は今年10月に児童自らが収穫し
「芋炊き」を楽しむ予定です。

　ピザ作りでは、JA産直ジャジャうま市で新鮮な地元野菜などピザに載せる材料を親子で相談して買い
ました。材料を切りJAうま女性部が準備した生地に児童たちが思い思いにトッピングして調理を楽しみ
ました。保護者と協力して調理したピザを頬張り「もちもちしてとっても美味しい」と笑顔。美味しいピ
ザができました。
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こんにちは、みなさんのＪＡうまです
※JAは農業協同組合の愛称です。

　協同組合は共通の目的を持った人たちが組合員になって、一人で
は出来ない事をみんなで達成していくことを目的につくられる組織
です。
　JAは「農業協同組合」ですから最も大切にしているのは「農
業」で、農業者の収入を増やす、地域の農業を元気にすること
は、JAの大切な役割です。

協同協 組合組 はは共通の目
は出来な来 い事をみんな

協同組合ってなに？

　JAうまの組合員には、正組合員と准組合員があります。正組合員は農業をしている人、准組
合員はうま地域に住んでいるか、うま地域で働いている人が対象となります。つまり、一定の
要件のもと、誰でも出資することで組合員になれてJAの事業を利用できるのです。
　農業者である正組合員と地域にくらす准組合員がJAの事業を利用することによって、JAの事
業規模が拡大し経営の安定につながり、結果として、収支が厳しい農業関連事業の展開や地域に
必要な生活サービスの維持が可能となります。つまり、准組合員の事業利用は正組合員にとって
もメリットがあり、まさに正組合員と准組合員とでJAの事業を通じて地域の農業とくらしを支
えあっていると言えます。

JJAうAうまのまの組合組合員に員には、は 正組合員とと准組合員があがありまります。す 正正
合員合員はうはうま地ま地域に域に住ん住んでいでいるかる 、う、うま地ま 域で域で働い働いていて る人る が

　JAうまでは、組合員の
みなさんの営農やくらしに
役立てていただけるよう、
様々な事業を行っていま
す。
　農業関連事業だけを見る
と収支は厳しいのですが、
信用事業や共済事業などを
含めた総合事業全体の収支
の中で実施しているからこ
そ、多額の農業施設投資や
その他のサービス提供が可
能となっています。

組合員は農家だけなの？

JAはどんな事業をしているの？

、ま、まさにさにさ 正組合員とと准組合員とでとでJAAの事の事業を業を通じ通じて地て地域域
えまえますす。す。

？？？？？？なな事事業をししてているのの？？ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな事事事事業業業業業業業業をををををししししてててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるののののの？？？

主役は組合員です!!

信用
事業

共済
事業

営農
経済
事業

福祉
事業

㈱
コスモス

㈱JA
ファーム
うま

※J※J※J※J※J※J※※J※J※J※※J※J※J※J※※※JAはAはAはAはAはAはAAはAはAAはAはAはAはAはAはAはAは農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業協協同協同協同協同協同協同同協同協同協同同協同協同協同同協同協同協同組合組合組合組合組合組合組合合組合組合組合組組合組合組合組合組合組合組合 愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛の愛称称で称で称で称で称で称ででで称で称で称でで称で称で称で称で称で称で称ですすすすすすすすすすすすすすすす。す。す。

協協同同組組合合っっててななにに？？

今日は組合員の皆様にJAうまのことをもっと知っていただきたいと思い、
少しご紹介をさせていただきます。

一人はみんなのために、
みんなは一人のために
これは世界の協同組合の合い言葉。
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なるほど…協同組合の主役は組合員で、
自分たちのくらしを守り、向上させてい
くことを目的につくられたんだね！

そうだね。
それと、JAは組合員や地域のみんなの営農
やくらしに役立ててもらえるように便利で
多彩なサービスを提供しているんだ。

総合事業でしょ？
いまJAグループはそれぞれの事業で改
革を進めてるって聞いたよ。

良く知っているね。
全国のJAが改革に取り組むなかで、僕たち
のJAうまでも改革が進んでいるんだよ。
その一部を紹介するね。

JAうまは改革を進めています！

こんなことしてます!!

JAうま自己改革基本目標JAうま自己改 本目標改革基本

6次産業化
　新たな付加価値の創出による農
業者の所得増大を目的に、6次産業
化サポートセンターを設置・運用
しています。
　地元農産物を使用したジェラー
トや伊予美人うどんなどが商品化
され、産直市において販売されて
います。

伊予美人ブランド強化
　里芋「伊予美人」については以
前より、生産者とＪＡ、行政など
が一体となってブランド化を図っ
てきました。
　更なる産地強化のため、近隣Ｊ
Ａと共に広域選果場の建設計画を
進め、平成30年度中に稼働を開始
する予定です。

JAファームうま
　地域農業の維持・振興を目的
に、管内初となる農地所有適格法
人を設立しました。
　水稲の刈取りや伊予美人の収穫

などの農作業受託事業のほか、法人自ら農業経営
を行っています。農家の作業負担を和らげ、資源
や労働力を提供することで生産効率を高め、農業
生産の拡大を図っています。

食と農の理解促進
　次世代を担う子供たちに食と
農の大切さを伝え、学んでもら
うためあぐりスクールを開校し
ています。
　また、地元産の特別栽培米を
市内学校給食へ供給するなど、
食農教育に注力しています。
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地域の活性化

　資産保全サポートセンターでは、組合員や利
用者の世代交代に伴い発生するくらしの課題（相
続・農地保全・終活等）に対応しています。ま
た、乗合バスを運行し利用者サービスの向上と地
域貢献を行っています。

改革は…
　「ここまでやれば終わり」ということはなく、まだ
まだ取組みが不足していることは多々あります。
　JAうまは組合員の皆様の負託にお応えできるよ
う、今後も様々な視点で改革を進めてまいります。
改革をより良いものにするため、皆様のさらなるご
支援とご意見をお願い申し上げます。



平成29年度

（※平成30年3月末時点）自己改革進捗状況
　JAうまでは、第7次中期経営計画（平成28～30年度）において「夢と活力ある農
業とくらしづくり」を実現するために取り組むべき事項を「自己改革工程表」として
設定しています。
　実践2年目にあたる平成29年度の進捗状況についてご報告申し上げます。

基本目標

重点
実施分野

3年後の
事業目標

農業者の所得増大・農業生産の拡大

地域の活性化

担い手の
育成・支援

くらしの課題に
向き合うJAづくり

営農指導
機能の強化

マーケットインに基づく
生産振興・販売改革

営農トータル
コストの低減

付加価値の創出

の
目標

販売品販売高

20億円
販売品販売高

20億円

進捗状況

：計画超　　：計画通り　　：計画未満　：： 　：

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大

①地域農業の維持・発展に向け、担い手の育成・支援を強化します。

TACによる個別指導強化及び㈱JA
ファームうまを中心とした農作業
受託による、担い手・新規就農者の
支援

実践事項

農作業受託延べ面積

結果

多様な担い手の経営をサポートす
る農業メインバンク機能の強化

実践事項

メイン強化先訪問

Ｈ29計画

300ha

H29計画

4回以上

Ｈ29実績

309ha

H29実績

4回

結果
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地 

域 

の 

活 

性 

化

⑥くらしの課題に向き合い、地域の活性化へ貢献します。

協同組合としての役割発揮による
くらしの課題解決支援

実践事項

セミナー開催・相談対応
件数

結果

「農」を通じた活動による農業振
興の応援団づくり

実践事項

アグリスクール開催回数

結果

農 

業 

者 

の 

所 

得 

増 

大 

・ 

農 

業 

生 

産 

の 

拡 

大

②多様な担い手のニーズに応えるため、営農指導機能を強化します。

経営資源の再配分による営農経済
担当者の育成・充実

実践事項

営農指導員配置数

結果

④独自色のある新たな付加価値創出に取り組みます。

6次産業化サポートセンターの機能
強化による高付加価値商品の開発
支援

実践事項

6次化試作開発品数

結果

⑤農業者の所得増大に向け、低コスト資材の普及に取り組みます。

生産資材コストの低減

実践事項

肥料・農薬予約購買比率

結果

③農業生産の維持・拡大に向け、生産・販売機能を強化します。

里芋の品質均一化、ブランド強化
のための広域選果

実践事項

里芋広域選果場
関係機関協議

結果

栽培技術の共有化及び優良種子の
安定供給

実践事項

里芋作付面積

結果

販売事業戦略拠点としての産直市
強化

実践事項

産直市販売品販売高

H29計画

25件

H29計画

5回

Ｈ29計画

13人

H29計画

5点

H29計画

60%

Ｈ29計画

計画策定
完了

Ｈ29計画

83ha

H29計画

685百万円

H29実績

20件

H29実績

5回

Ｈ29実績

13人

H29実績

5点

H29実績

60%

H29実績

計画策定
完了

H29実績

85ha

H29実績

665百万円

結果
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　JAうまと四国中央市農業指導班は、5月15日から
17日の3日間管内5会場で里芋・山の芋・水稲の生
産者を対象に栽培講習会を開きました。
　土居中央支店で行われた講習会には23名が出
席、各会場合わせて84名の生産者が参加し熱心に
講習に耳を傾けました。
　それぞれの作物の使用薬剤や防除法、「にこま
る」「きぬむすめ」等水稲品種について指導員から
詳しく説明が行われました。また、雑草や水稲を食
害するジャンボタニシについて、素手で触らないな
ど防除の際は十分注意するよう呼びかけました。
　栽培に関するご質問・ご相談は、総合経済セン
ター及び各経済センターにてお受けいたしておりま
す。ご遠慮なくお声をお掛けください。

夏に向け正しい防除を
里芋・山の芋・水稲栽培講習会

全職員で意思統一を図る
地区別職員会

　JAうま女性部金生
支部は5月21日から30
日までの間、金生支店
2階会議室で五月節句
人形等の展示を行い
ました。
　今回の展示は、以前

地元ケーブルテレビで放送された雛飾りの展示の様
子を見た方から「なつかしい」との声をいただき、「地
域の皆の寄り場になれば」とたくさんの方が自分の
家にある人形や鎧兜などを持ち寄り、様 な々年代の
節句飾りが集まりました。
　また、サンキラの葉を自分たちで採りに行くなど、
みんなでワイワイと柏餅づくりも行いました。金生地
区女性部は53名。支部長の前田正子さんは、「みん
なが喜んでくれるのが嬉しい。地域のふれあいを大
切にして支店を盛り上げていきたい。」と笑顔で話し
てくださいました。

　JAうまは地区別職員会を毎年実施しています。5
月22日、3会場に分かれて役職員、JA子会社社員の
約300名が出席しました。
　合田久常務理事は「地域に根差した役割を果た
してほしい。失敗を恐れず向上心を持つことが大
切」と挨拶をしました。職員会では前年度の決算と
今年度の事業計画等の共有を図り「食と農、地域
社会に貢献する魅力ある組織」を役職員一人一人
がそれぞれの分野で目指していくよう意志統一を
行いました。

女性部金生支部
　　五月節句飾り展示

養鶏部会総会・慰霊祭

　JAうま養鶏専門部会は5月23日、総合経済セン
ターで第22回定期総会を開きました。総会では、
平成29年度の事業報告及び決算報告と平成30年
度の事業計画及び予算案について話し合われまし
た。また、役員の改選について協議し、次期部会長
に高石恒彦氏が選任されました。
　総会終了後には、関係者ら21名が具定町にある
養鶏慰霊塔に集まり慰霊祭を行いました。
　参列した養鶏関係者らは生活の要となった鶏に
感謝の気持ちを捧げ、一年間に管内で処理した鶏
を供養しました。
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第2回理事会 平成30年5月30日（水）

定款（組合員資格要件）の変更について

平成29年度決算書類の承認について
独立監査人（JA全国監査機構）の監査報告に
ついて
監事の監査報告について

信用事業規程の一部変更（案）について

信用事業規程の変更に係る信用事業方法書
（金融機関等の業務代理）の変更(案）につい
て

信用事業方法書（為替取引）の変更（案）につ
いて

JASTEMシステム基盤更改危機管理計画書
（うま版）について

愛媛県信用基金協会に対する必要出資金の
増口について

広域里芋選果場造成工事の一部変更につい
て

第 1 号議案

第 2 号議案

第 3 号議案

第 4 号議案

第 5 号議案

第 6 号議案

第 7 号議案

第 8 号議案

平成30年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることがありますが、ご了承下さい。

●春の遠足
5月7日、利用者19名が参加し春の遠足を楽しみました。
新居浜のうどん店で昼食をとり、西条の「鉄道歴史パー
ク」でSL等いろいろな列車や電車を見学しました。
　新幹線に乗車した利用者は、「新幹線に乗ってきた
ぞ！！」と興奮気味。お孫さんのお土産にアンパンマン
号のパンフレットを嬉しそうに持ち帰る利用者がいるな
ど大喜び。

　帰りの車内で
は、「また行き
たい。ええ思い
出ができた。」
と大満足の声が
いきかっていま
した。

●4月末　あったか劇団による「はなさかじい
さんの劇」を行いました。
　利用者と一緒につくった衣装や大道具を使用
し楽しい時間を過ごしました。

　5月初旬、三島運動公園にバラ見学に出かけまし
た。参加した利用者さん達は、素敵なバラの香りを
満喫。車いすを押して散歩を楽しむ利用者もいまし
た。

　5月17日、介
護職員を対象
に消防訓練を
行いました。一
列に並び消火
器の使い方を
実習するなど、
ご指導いただ

いた四国中央消防本部からは、職員のテキパキと
した行動にお褒めの言葉をいただきました。

　あったか荘三島利用者の野
口ぬいさんが、月間デイ懐かし
の写真大募集で「昔を思い出
すで賞」を受賞され、賞状が
授与されました。

●春の遠足
5月7日、利用者19名が参加し春の遠足を楽しみました。
新居浜のうどん店で昼食をとり 西条の「鉄道歴史パ

あったか荘三島
　春のトピックス　わくわくがいっぱい!!
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プリエール準会員特典
変更についての
お知らせ。 JAうま総合経済センター2F、

本店2F特設会場
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年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
最
近
は
七
十
才
を
超
え
て
も
働
く
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
七
十
才
到
達
の
前
月
位
に
「
厚
生
年
金
保
険
被
保

険
者
資
格
喪
失
届
・
厚
生
年
金
保
険
七
十
才
以
上
被

用
者
該
当
届
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
七
十
才
以

降
勤
務
さ
れ
る
方
は
健
康
保
険
だ
け
の
取
扱
と
な
り

ま
す
。
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
給
料
を
い

く
ら
も
ら
っ
て
も
年
金
の
減
額
は
な
く
な
る
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
六
十
五
才
以
降
の
在
職

老
齢
年
金
の
取
扱
と
な
り
ま
す
。
尚
、
七
十
才
到
達
に

伴
う
資
格
喪
失
に
よ
り
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
が
不
足
す
る
方
は
、
届
出

に
よ
り
任
意
で
継
続
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二

十
九
年
八
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
十
年
で
年
金
を
受
給

で
き
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
が
、
死
亡
し
た
場
合
、
基

本
的
に
は
本
来
通
り
の
加
入
期
間
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
給
の
為
の
加
入
期
間
を
満
了
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
厚
生
年
金
は
七
十
才
で
喪
失
し
ま

す
が
、
健
康
保
険
は
七
十
五
才
迄
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
七
十
五
才
か
ら
は
「
後
期
高
齢
者
の
健
康
保

険
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
在
職
中
に
七
十
才
を
む
か
え
る
方
に
」

プリエール

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、
　スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。
　ご了承くださいませ。

プリエール準会員特典プリエール準会員特典
変更についての変更についての
お知らせ。お知らせ。

　組合員様、年金友の会会員様を準会員とさせていただいておりますが、
プリエール各会館の特典を生花1対から、生花、枕花、盛篭からの選択性
に変更いたします。

ご本人のみ（準会員様の弔事にプリエールをご利用になると特典が受けられます）

●準会員資格

○会館をご利用の場合…生花・枕花・盛篭の組合せで1対分をサービスさせていただき
ます

○会館を利用しない場合…生花・枕花・盛篭から1個サービス
　　　　　　　　　　　　（例:自宅や土居斎苑、寺院などでの御葬儀）
　※ 悠々まごころ会員と重複する場合は、悠々まごころ会員の特典が適用されます。

●準会員特典

会員募集中
事前相談受付中

その他、ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談など色 な々疑問や不安がございましたら遠慮なくご相談下さい。

プリエール準会員特典
変更についての
お知らせ。
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園
芸
作
物
栽
培
作
業
の
安
全

　
果
樹
や
花
卉
（
か
き
）
以
外
の
園
芸

作
目
に
は
、
根
菜
類
、
葉
菜
類
、
果
菜

類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
重
量
の

あ
る
物
、
軽
い
け
ど
大
き
い
物
、
傷
付

き
や
す
い
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
作
物

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
、
作
業
姿
勢
の
改

善
や
運
搬
方
法
の
改
善
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
露
地
野
菜
類
は
周
年
栽

培
が
で
き
る
場
合
と
、
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
作
目
で
も
、
畑

の
耕
耘
（
こ
う
う
ん
）
整
地
か
ら
苗
作

り
、
移
植
、
肥
培
管
理
、
収
穫
で
栽
培

規
模
の
違
い
に
よ
っ
て
、
同
一
作
業
期

間
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
機
械
化
が

進
ん
で
い
る
作
業
と
、
人
力
依
存
作
業

が
混
在
し
ま
す
。
特
に
移
植
作
業
は
そ

ん
き
ょ
姿
勢
に
な
る
と
き
も
多
く
、
体

の
各
部
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
腰

痛
や
立
ち
く
ら
み
な
ど
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
長
時
間
の
同
一
姿
勢
を

避
け
る
と
と
も
に
、
太
も
も
や
ふ
く
ら

は
ぎ
へ
の
締
め
付
け
が
強
く
な
る
よ
う

な
作
業
着
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
生
育
が
進
む
と
、
雑
草
防
除
、
追

肥
、
畝
立
て
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
支

柱
の
立
て
方
の
工
夫
や
移
動
し
や
す
い

よ
う
な
畝
間
隔
の
確
保
が
大
切
で
す
。

薬
剤
散
布
で
は
、
ド
リ
フ
ト
防
止
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
収
穫
期

に
な
る
と
、
農
薬
な
ど
の
使
用
制
限
が

あ
る
場
合
は
そ
の
期
限
を
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
収
穫
で
は
、
一
斉
収
穫
で
き
る
場
合

と
選
択
収
穫
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
一
斉
収
穫
で
は
、
機
械
化
が
可
能

で
す
が
、
選
択
収
穫
で
は
、
人
手
に
頼

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
穫
物
を
載
せ

る
運
搬
具
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
な
い
よ
う
な
場
所

で
は
一
輪
車
が
活
躍
し
ま
す
。
積
み
過

ぎ
て
転
倒
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
首
の
捻

挫
や
骨
折
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ス
イ

カ
、
ハ
ク
サ
イ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
は
重

量
野
菜
に
な
り
、
腰
曲
げ
作
業
の
連
続

に
な
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
の
利
用
も
便
利
で
し
ょ
う
。

　
収
穫
後
の
選
別
、
箱
詰
め
な
ど
も
作

業
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
は
作
業

動
線
が
長
く
な
り
ま
す
。
負
担
が
小
さ

く
な
る
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
と
照
明
、

換
気
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
圧

縮
空
気
を
使
う
ネ
ギ
の
皮
む
き
で
は
、

騒
音
対
策
、
粉
じ
ん
対
策
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
周
辺
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
。

●
ス
ト
ッ
プ
！
　
農
作
業
事
故

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

　
終
活
の
基
本
シ
リ
ー
ズ
も
今
回
で

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
お

伝
え
し
た
い
の
は
、
亡
く
な
っ
た
後

も
残
さ
れ
た
家
族
が
仲
良
く
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
準
備
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
遺
産
分
割
で
モ
メ
て
裁

判
に
な
る
ケ
ー
ス
が
年
間
に
何
件
く

ら
い
あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
数
お
よ
そ
1
5
，
0
0
0
件
と

い
う
統
計
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
数
は
、
あ
く
ま
で
も
家
庭
裁

判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
件
数
だ
け

で
す
の
で
、
裁
判
ま
で
い
か
な
か
っ

た
争
い
の
ケ
ー
ス
を
含
め
れ
ば
大
変

な
数
だ
と
い
う
こ
と
が
予
想
で
き
ま

す
。
　
し
か
も
、
こ
の
裁
判
所
で
争
わ
れ

た
も
の
の
75
％
が
5
，
0
0
0
万
円

以
下
の
財
産
が
対
象
だ
っ
た
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
土
地
・
建
物
と
せ
っ
せ
と

貯
め
た
現
預
金
や
退
職
金
を
考
え
れ

ば
、
5
，
0
0
0
万
円
の
財
産
は
決

し
て
高
す
ぎ
る
金
額
で
は
な
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
？

　
亡
く
な
っ
た
後
に
こ
ん
な
悲
し
い

争
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
ど
ん
な
準
備
が
必
要
で
し
ょ

う
か
？

　
ま
ず
は
、
お
持
ち
の
財
産
の
棚
卸

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
土
地
・
建
物
・

預
金
・
株
式
な
ど
、
ど
ん
な
形
で
ど

れ
だ
け
財
産
が
あ
る
か
を
整
理
し
て

家
族
に
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　
そ
の
後
は
そ
の
財
産
を
誰
に
ど

れ
だ
け
相
続
さ
せ
る
の
か
を
決
め
て

「
遺
言
書
」
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
遺
言
書
」
に
は
財
産
の
分
割
方

法
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
財
産
を
分
け
た
の
か
や
こ
れ
ま
で

の
感
謝
を
綴
り
、
残
さ
れ
る
家
族
が

仲
良
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
を
書
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
全
4
回
に
渡
り
お
届
け
し
た
「
終

活
の
基
本
」
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
終
活
は
思
い
立
っ
た
時
が
は

じ
め
時
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

楽
し
く
過
ご
し
、
満
足
の
い
く
最
期

を
迎
え
、
残
さ
れ
た
家
族
の
幸
せ

を
願
う
。
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
そ
ん
な
皆
様
の
「
終
活
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
り
方

か
ら
遺
産
整
理
の
仕
方
や
遺
言
書
の

作
成
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
遺
産
分
割
」
は
家
族
に
残
す
最
期
の
思
い
や
り

●
終
活
の
基
本
シ
リ
ー
ズ
④
　
自
分
ら
し
い
最
期
の
た
め
に

資産保全サポートセンター
電話：0896-24-2327　Eメール：shisan-support@ja-uma.or.jp

お問合せ先



郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

①
酒
を
飲
む
た
め
の
小
さ
な
器

④
整
形
│
│
で
膝
の
関
節
を
診
て
も
ら
っ
た

⑥
料
理
を
の
せ
ま
す

⑦
今
度
来
た
新
人
は
仕
事
の
│
│
が
早
い
ね

⑨
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す

⑪
本
能
寺
の
変
を
起
こ
し
た
│
│
光
秀

⑫
乱
れ
た
も
の
を
き
ち
ん
と
直
す
こ
と

⑭
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
ま
す

⑯
こ
う
い
う
こ
と
は
こ
こ
じ
ゃ
あ
日
常
│
│

だ
よ

⑱
虫
を
よ
け
る
た
め
布
団
の
周
り
に
つ
り
ま

す
⑳
ア
ウ
ト
の
反
対
語

㉑
サ
ッ
シ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

①
七
夕
の
飾
り
に
使
う
植
物

②
歌
う
こ
と
を
楽
し
み
に
行
き
ま
す

③
シ
イ
タ
ケ
、
シ
メ
ジ
、
エ
リ
ン
ギ
な
ど

④
お
酒
が
飲
め
ま
せ
ん

⑤
ピ
カ
ッ
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ

⑧
音
を
遮
断
し
た
い
と
き
に
は
め
ま
す

⑩
社
会
の
│
│
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る

⑪
カ
タ
ツ
ム
リ
が
似
合
い
そ
う
な
花
。
鎌

倉
の
明
月
院
は
│
│
寺
と
呼
ば
れ
ま
す

⑬
輪
島
市
や
加
賀
市
や
金
沢
市
は
こ
の
県

の
市

⑮
鎖
国
中
に
も
貿
易
が
行
わ
れ
た
場
所

⑰
書
類
や
伝
票
に
つ
き
ま
す

⑲
俳
優
が
演
じ
た
り
入
り
込
ん
だ
り

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
6
月
25
日
（
月
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募79通）
みどりの日

5月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

7月号
クロスワード解答

13
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください
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１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、62円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

営農経済部からのお願い

　JAうまの貸し出しコンテナが不足し選果等に支障をきたしています。使用して
いないコンテナがありましたら返却を宜しくお願いします。
　下記のマークの他にもJAうまから持ち帰って使用していないコンテナがあれば
返却をお願いします。
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先
日
、
お
客
様
か
ら
「
綺
麗
に
撮
れ

た
か
ら
」
と
本
店
前
の
写
真
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
雲
の
な
い
青
空
も
い
い
で
す
が
、
雲

が
彩
る
鮮
や
か
な
青
空
が
と
っ
て
も
素

敵
で
す
ね
！

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
が
明
け
、
天
気
が
続

き
暑
く
な
り
ま
す
が
体
調
に
気
を
付
け

て
、
お
過
ご
し
下
さ
い
。

ら
生
活
し
た
い
で
す
。

（
ゆ
っ
く
ん
さ
ん
）

【
編
】
退
職
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ

お
若
い
で
す
！

　
仕
事
を
し
て
い
る
と
な
か
な

か
自
分
の
時
間
が
作
れ
な
い
で

す
よ
ね
。自
分
の
好
き
な
事
を
し

て
お
酒
を
飲
む
の
が
一
番
幸
せ
を

感
じ
ま
す
ね
。本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

☆
春
に
1
歳
に
な
っ
た
娘
が
、
も

う
す
ぐ
歩
き
そ
う
で
す
。

　
た
く
さ
ん
お
さ
ん
ぽ
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
！（

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】
子
供
の
成
長
は
本
当
に
早

い
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
暖
か
く
な

る
の
で
色
ん
な
所
に
行
き
た
い

で
す
ね
。娘
さ
ん
の
成
長
を
楽
し

み
に
お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

☆
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
、
2
0
0
万

人
突
破
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ち
な
み
に
当
日
、
当
店
利
用
し

て
い
ま
す
。お
し
い
！（Ｈ

・
Ｆ
さ
ん
）

【
編
】
産
直
市
を
ご
利
用
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
！
惜

し
い
・
・
！

　
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
・・

（
笑
）
　
次
を
狙
っ
て
た
く
さ
ん
産
直

市
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

☆
最
近
、
昼
間
は
夏
日
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
朝
晩
と
の
温
度
差
が
激
し
く
、

体
調
管
理
は
自
分
し
だ
い
な
の

で
日
々
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
も
お
気
を
つ
け
て
、
広
報

誌
作
っ
て
下
さ
い
。楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
）

【
編
】
朝
は
ま
だ
肌
寒
い
で
す
が
、

日
中
は
暑
く
な
り
25
℃
を
超
え

る
日
も
多
く
な
り
ま
し
た
ね
。今

か
ら
体
調
を
崩
し
や
す
い
の
で

お
体
に
は
お
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。

☆
昨
年
11
月
3
日
文
化
の
日
に

改
善
セ
ン
タ
ー
で
土
居
町
の
年

金
友
の
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
踊
り
の
発
表
を
し
ま

し
た
。題
名
は
「
浪
花
の
恋
し
ぐ

れ
」で
す
。

　
素
人
で
す
が
、
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】凄
い
…
！
ど
ん
な
踊
り
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
体
を
動
か

す
の
は
楽
し
い
で
す
よ
ね
。こ
れ

か
ら
も
色
ん
な
事
に
挑
戦
し
て

下
さ
い
ね
！

☆
も
う
す
ぐ
退
職
し
ま
す
。次
は

ど
ん
な
職
に
つ
く
の
か
、
ま
た
余

暇
を
楽
し
む
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。で
き
た
ら
ず
っ
と
健
康
で

自
分
の
足
で
山
へ
行
き
、
自
分
の

手
で
料
理
つ
く
っ
て
じ
っ
く
り

と
お
い
し
い
お
酒
を
の
み
な
が

一
日
中
動
け
る
我
に
す
る
感
謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
ス
ミ
子

モ
リ
カ
ケ
で
一
年
暮
ら
す
木
偶
の
坊
　
　
　
　
　
　
　
髙
津
　
　
勝

平
均
寿
命
ま
だ
若
い
気
よ
髪
染
め
る
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
孝
子

百
花
繚
乱
大
好
き
な
春
あ
り
が
と
う
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
多
恵
子

茶
柱
に
き
ざ
し
が
見
え
た
朝
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
久
美
子

桜
満
開
春
の
う
ら
ら
の
隅
田
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
葉
子

エ
ビ
ス
蘭
咲
い
て
思
い
出
山
歩
き
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
フ
ク
子

満
開
の
藤
見
の
オ
デ
ン
友
と
食
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
片
上
ふ
さ
子

孫
の
笑
顔
じ
じ
ば
ば
の
ス
タ
ミ
ナ
源
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
惠

里
帰
り
忘
れ
て
つ
ば
め
寄
り
つ
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
玉
井
こ
ず
ゑ

振
り
返
っ
て
見
れ
ば
人
生
あ
み
だ
く
じ
　
　
　
　
　
　
石
井
　
千
恵

投
句
募
集
中
！

「まちがいさがし」答え ： 2 …風鈴の向きが違う　　5 …スイカがかじられている　　 8 …そうめんの量が違う
　　　　　　　　　　　9 …急須の形が違う　　 11 …つゆが少ない

芋
の
里
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
波
打
っ
て
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

遠
目
に
も
林
道
桜
く
っ
き
り
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

突
き
あ
た
る
も
の
な
き
空
草
の
丈
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

数
歩
駈
け
呉
る
ゝ
児
や
草
青
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

一
言
が
心
の
励
み
草
青
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

花
菜
飯
食
べ
れ
ば
思
う
祖
母
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
モ
リ
子

五
月
晴
れ
飛
行
機
雲
の
く
っ
き
り
と
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

島
め
ぐ
り
蜜
柑
の
花
の
芳
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
寿
子

茄
子
苗
を
植
え
た
る
夜
の
雨
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
智
子

え
い
や
あ
と
声
出
し
か
ら
だ
夏
に
入
る
先
ず
気
合
よ
り
動
く
日
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
慶
喜

蝶
の
名
を
知
ろ
う
と
求
め
た
る
図
鑑
知
っ
て
い
た
の
は
三
種
類
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
子

歩
か
れ
ず
う
つ
く
し
つ
つ
閉
じ
こ
も
る
八
十
八
夜
が
お
い
で
と
呼
ぶ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
幸
子

（
Ａ
・
Ｏ
さ
ん
）

（
キ
ム
チ
さ
ん
）

【
編
】
な
ん
と
読
む
の
で
し
ょ
う
か
？

と
て
も
立
派
で
す
！

【
編
】も
う
梅
雨
で
す
ね
。も
う
す
ぐ

紫
陽
花
が
綺
麗
に
咲
き
ま
す
ね
。
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7 月の予定 ※6月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午） 介護 ・・・介護相談会（午前10時～正午）

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会

海の日

介護相談会開催のお知らせ介護相談会開催のお知らせ介護相談会開催のお知らせ介護相談会開催のお知らせ
●介護のこと、一人で背負っていませんか？
●家庭での介護に疲れていませんか？
●介護認定の手続きはどうすればいいの？
●介護保険内でのサービスについて教えてほしい
●介護に関する相談や悩み以外にも、福祉や医療、その他なんでも
　ご相談ください。

介護相談会開催のお知らせ

JAうま居宅介護支援センター　介護支援専門員（ケアマネジャー）があらゆる介
護相談・質問に丁寧にお答えし、一緒に解決方法を考えます。

＊介護相談会日程については毎月発行広報誌「JAうま」本誌の「月の予定」をご確認ください。
＊相談ご希望の方は事前予約可能です。

●JAうま居宅介護支援センター
●所在地：四国中央市中之庄町1684-4
●電話番号：0896-28-9001

【お問い合わせ】

年金 本店 年金 中曽根支店

年金 豊岡支店

介護 本店年金 松柏支店 年金 川之江中央支店年金 川下支店

年金 関川支店

年金 金生支店 年金 寒川支店


